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第 8回情報活動研究会（INFOMATES）開催報告 

 

 
 下記にて開催された第 8 回情報活動研究会の概要を報告

する。 
テーマ：図書館や情報分野で働く人のキャリアアップ 

日時：2008 年 11 月 12 日（水） 19：45-21：10 
場所：科学技術振興機構 西日本支所 
話題提供者：INFOMATES 運営委員 勝山麗氏 
参加者数：19 名（運営委員 8 名含む） 
主催：情報活動研究会 
後援：情報科学技術協会；科学技術振興機構 文献情報事

業本部 
 
 本研究会は，毎回様々な立場の参加者が情報に関する

テーマを討論する場を提供している。今回は，企業出身の

情報プロから，「キャリアアップのための 10 カ条」が提示

され，参加者からは，自己紹介と自身の心構えについて発

表があった。それをうけて，話題提供者から各条項につい

て，本音を語る衝撃の 10 カ条提言があった。（表参照） 
 
 高い志・使命感を持ち，大きな視点から必要とされる情

報を発信できるか。柔軟に多角的に，常にスキルアップさ

れた自信を裏付けに，依頼者と対等な立場で情報のプロと

して対応する。見える形で説得し，人脈を駆使し，ニーズ

に応じた回答を行えるのが専門家であり，さらに next を

励起するチカラを持ってほしいとの熱いメッセージとな

り，一同，感激を共有した。「Yes, I(We) can!」を合言葉に，

これからの自分を考える，よい機会となった。 
 

キャリアアップのための 10 カ条 

たたき台 キャリアアップを目指すなら

1．無欲の勝利 
2．数字は後から 
3．勝負は中身 
4．依頼者の目線 
5．ミーハー卒業 
6．便利屋にあらず 
7．謙譲の美徳 
8．チームワークあってこそ 
9．マイペース 
10．（↑これでできるかキャリ

アアップ？？） 

1．志をもて 
2．数字を作（創）れ 
3．勝負は中身と容姿・タイミ

ング・コスト 
4．依頼者と違う目線 
5．ミーハーで楽しく 
6．便利屋結構 
7．Yes, I can !! 
8．まず自己研鑽と人脈 
9．マイペースは後 
10．Inspire the next 

（INFOMATES 運営委員 吉野 敬子） 
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